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 要 旨 
目的： 
高齢者における飲酒量、アルコールの種類と認知症の発症について検討する。 

方法： 
75 歳以上で認知症にり患していないドイツ人 3202 人を対象に、1.5 年後および 3 年後に

飲酒量と DSMⅣ分類の認知症に関する内容を含めた面接調査を実施した。コックス比例ハ

ザードモデルを用いて、認知症発症の多変量調整ハザードを 1 日当たりの飲酒量と飲酒の

種類別（ワイン、ビール、混合）に算出した。 
結果： 
平均追跡期間は 3 年の間に、3202 人のうち、217 人に認知症の発症を確認した。50%は

飲酒者であった。飲酒者の認知症発症の多変量調整ハザードは 0.71(95%信頼区間

0.53-0.96)であった。アルツハイマー発症の多変量調整ハザードは 0.58(95%信頼区間

0.38-0.89)であった。飲酒量は認知症の発症と負の関連を認めた。また、いずれの種類のア

ルコールも認知症の発症と負の関連を認めた。 
結論： 

75 歳以上の高齢者においても 75 歳未満における検討と同様に、少量から中等症の飲酒は

認知症の発症と負の関連を認めた。 

 




